
（１）

□　鉄骨鉄筋コンクリート造

□　補強コンクリートブロック造

工事名称

工事場所

１．建物概要

（２）

（３）

異形鉄筋

（３） 鉄筋

□　鉄筋コンクリート造

（１） コンクリート

地　上　　　　　階 地　下　　　　　階 塔　屋　　　　　階

材　料

構造種別

階　数・規　模

（４） 屋上付属物

□　用途変更

工事種別（５）

増築予定（６）

（７） 特殊荷重

■　布基礎 □　ベタ基礎

基礎形式（８）

（９）

・Ｙ方向 ■　ルート１ □　ルート２－

（１０）

・Ｘ方向 ■　ルート１ □　ルート２－

□　有

□　増　築 □　改　築

□　高置水槽　　（　　　ｋＮ）

□　キュービクル（　　　ｋＮ）

□　広告塔　　　（　　　ｋＮ）

□　煙突　　　　（　　　ｋＮ）

□

□　受水槽　　　　　　　　　　ｋＮ

□　ホイスト　　　　　　　　    　KN

□　リフト　　　　　　　　　　Ｎ

建築面積　　　　　 延べ面積　

□　　　　　　　

溶接金網

高強度せん断補強筋 □　　　　　　　

□　無■　有　(　砕石置換工法　　)　

・深　さ　設計ＧＬ－　　　　1.1ｍ（基礎下端）

（２） 直接基礎

・地盤改良

（　□　調査予定有　　□　調査予定無　）□　無

（１） 地質調査資料

・長期許容地耐力度　　　　60ｋＮ／㎡

（４） 鉄骨

材　種

□　ＳＮ４００Ｂ

□　ＴＭＣＰ３２５　

（５）

高力ボルト

ボルト類　（特記なき高力ボルト・アンカーボルトは、Ｓ１０Ｔ・ＳＳ４００規格品とする）

その他

■　その他（　木造　　　　　　）

□　壁式鉄筋コンクリート造

（２） コンクリートブロック

□　１００

・種　類

・厚　さ

□　Ａ　種

□　エレベーター  　　　　　　　　KN　　　

使用箇所

Ｄ ～ Ｄ

Ｄ ～ Ｄ

２．使用構造材料

径

Ｄ ～ Ｄ

・支持層　

■　スクリューウェイト貫入試験

□　平板載荷試験

３．地業工事

使用箇所 備　考

一般構造用鋼板等

突合溶接使用部

本 備　考杭径（㎜） 長期支持力（ｋＮ）

４．鉄筋コンクリート工事

（１） コンクリート

（３）

杭　種 材　料 施工法

□　中堀り

□　打ち込み

杭基礎

□　節付ＰＨＣ

□　

□　場所打杭 □　アースドリル □　ミニアース

□　深　礎 □

□　拡　底

□　Ｂ　Ｈ

□　オールケーシング

□　埋込み（認定工法）

上　杭（　　　　　ｍ）

中　杭（　　　　　ｍ）

□　Ｂ □　Ｃ

□　Ａ □　Ｂ □　Ｃ

□　Ａ □　Ｂ □　Ｃ下　杭（　　　　　ｍ）

□　Ａ

杭　長

杭材種 上　杭（　　　　　ｍ）

中　杭（　　　　　ｍ）

下　杭（　　　　　ｍ）

□　

□　

□　

□　鋼　杭 □　　　　工法

Ｄ ～ Ｄ

※呼び強度は設計基準強度＋構造体強度補正値（Ｓ）とする。

□　１２０ □　１５０ □　１９０

□　Ｂ　種 □　Ｃ　種

５．鉄骨工事

注）１．片持ち梁、庇、スパン９．０ｍ以上の梁下は、工事監理者の指示による。

注）２．大梁の支柱の盛り替えは行わない。また、その他の梁の場合も，盛り替えは原則として

　　　　行わない。

注）３．支柱の盛り替えは、必ず直上階のコンクリート打設後とする。

注）４．盛り替え後の支柱頭部には、厚い受板、角材またはこれに代わるものを置く。

注）５．支柱の盛り替えは、小梁が終わってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払っ

　　　　て盛り替えをしてはならない。

注）６．直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の

　　　　盛り替えを行なわないこと。

注）７．支柱の盛り替えは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらす恐れの有る振動又は

　　　　衝撃を与え無い様に行う事。

□　太陽光発電　（　　ｋＮ／㎡）

構造計算ルート

（仮称）公立認定こども園建設工事

熊本県菊池郡大津町大字室1234 他9筆

□　鉄骨造

1 － －

意匠図による意匠図による

特に無し

■　新　築

■　無

□　耐火書庫積載床用　　　　　　　Ｎ/㎡

□　独立基礎（既成杭）

□　ルート３

□　ルート３

普　通

種　類 Fc

(N/mm2)(N/mm2)

Fq

24

-

15

15

15

24

21

24

スランプ

（ｃｍ）

W/C

(％)以下

60

60

(kg/m3)以下

単位水量

185

185

(kg/m3)以上

セメント量

270

270

空気量

(％)

4.5

4.5

4.5

適用箇所

基礎・土留め壁・スラブ

捨コンクリート

21 15 65 185 270 4.5

－ 18 － － － － －

調合管理強度Fmが33N/㎜2以上の場合は、監理者承認の上、スランプ21㎝以下とすることができる。

構造体強度補正値（Ｓ）　普通ポルトランドセメント

　打込みから材齢28日までの予想平均気温（℃）

　・0℃～8℃未満 Ｓ＝6N/mm2　・8℃～25℃ Ｓ＝3N/mm2

　・25℃以上　　 Ｓ＝6N/mm2（暑中コンクリート）

■　ＳＤ２９５

□　ＳＤ３４５　

躯体10 16

19 25

29

□　φ6-150□　　　　　　　

□　ＳＳ４００ 大梁・小梁・プレート他

□普通高力ボルトＦ１０Ｔ　　　　□特殊高力ボルトＳ１０Ｔ

□溶融亜鉛めっきボルトＦ８Ｔ　　□

■　有 （　■　敷地内　　□　近　隣　）

■　ボーリング調査

□　水平地盤反力係数の測定

■　既製杭

□　ＰＨＣ

□　埋込み（セメントミルク工法）

認定番号：杭工法：

・施工計画書承諾　（　■　有　□　無　） ・施工結果報告書　（　■　有　□　無　）

・施工後の杭芯チェック図を工事監理者に提出し、補強の要否・補強方法について指示に従うこと

ｂ）　セメントはＪＩＳ　Ｒ５２１０の普通ポルトランドセメントを標準とする。

ｃ）　調合計画は、工事開始前に工事監理者の承諾を得ること。

ｅ）　寒中、暑中コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、打ち込み、養生、管理

　　　方法について、工事監理者の承諾を得ること。

ｄ）　生コン業者の設備、資格、ミキサー車の運転時間の確認を行う。

　　　採取方法は、適切な間隔をあけた運搬車から３度に分けて試料を採取する。

ｆ）　強度試験供試体は、コンクリート150m3毎及びその端数につき１回以上とする。

　　　供試体の本数は、調合管理用３本、２８日推定用３本、その他必要に応じて供試体を作成する。

　　　脱型時期用として現場水中養生とする。

ｇ）　供試体の養生は、調合管理用として標準養生、構造体のコンクリート強度２８日推定用及び

　　　供試体採取と合わせて、スランプ・空気量・塩化物量検査を行う。(単位水量試験は不要とする。)

　　　　日本圧接協会［鉄筋のガス圧接工事標準仕様書］

（２） 鉄　筋

ｂ）　Ｄ１９未満は、全て重ね継手とする。継手（Ｄ１９以上）をガス圧接とする場合は下記による。

ａ）　コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし、JIS A5308に適合したコンクリートとする。

また、施工・品質管理についてはJASS5による。

ａ）　鉄筋はＪＩＳ　Ｇ３１１２の規格品または大臣認定品とする。

（１）

□　 □　 □　

工事監理者の承諾を必要とするもの

■　製作工場 ■　製作要領書 ■　工作図 ■　施工計画書

■　認定または登録工場（大臣認定　・□　Ｈ　・□　Ｍ　・■　Ｒ　・□　Ｊ　グレード）

■　材料規格証明書または試験成績書

　　■　鋼材 ■　高力ボルト ■　特殊ボルト □　頭付スタッド

■　社内検査表

（２） 工事監理者が行なう検査項目

（□印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

□　 □　

□　現寸検査 □　製品検査

□　建方検査

□　組立・開先検査

（３） 溶接部の検査　（完全溶込み溶接部の超音波探傷試験）

工場溶接の場合 社　　　内

第三者機関

■　全数検査（超音波・外観検査共）

■　超音波検査　30％ ■　外観検査　30％

現場溶接の場合

□　第三者機関

社　　　内
□　ＳＤ３９０

□　ＳＮ４００Ｃ

□　ＳＴＫ４００

□　ＳＴＫＲ４００

□　ＢＣＰ３２５

□　ＳＳＣ４００

□　ＢＣＲ２９５(同等品)

柱

□　ＳＮ４９０Ｃ ダイアフラム部通しダイアフラム

□　ＳＮ４９０Ｂ

アンカーボルト

スタッドボルト

（径・長さおよび本数は特記による）

デッキプレート

□ＳＳ４００　　　　

□合成床　　　　　　□一般床

使用箇所：2階床

種類：QL99-50-12(Z12)

使用箇所：2階床

すべり係数　F10T・S10T：0.45　　F8T：0.40

□ＳＮＲ４００Ｂ

□HAB材（大臣認定品）

□ＳＮＲ４９０Ｂ

※特記なき場合はダブルナットとする

□φ16　L＝80　　　　□φ19　L=80

－

ａ）　材料　合版厚　１２㎜を標準とする。

（３） 型　枠

ｂ）　せき板の最小存置期間

2

コンクリートの材齢(日)

平均温度

セメントの種類

20℃以上

フライアッシュセメントＢ種

高炉セメントＢ種

シリカセメントＢ種セメント

早強ポルトランド
セメント

普通ポルトランド

高炉セメントＡ種

シリカセメントＡ種

フライアッシュセメントＡ種

4 5

10℃以上 20℃未満 3 6 8

ｃ）　支保工の存置期間

原則：スラブ下・梁下の支保工は、設計基準強度の100％以上の圧縮強度を得られたことが確認

できるまで、取り外してはならない。

ｃ）　ガス圧接完了後の試験

■　全数検査

■　全数検査
（４） スタッド溶接検査

■　外観検査　100％ ■　仕上がり高さ・傾き検査（1検査ロットにつき1本）

1検査ロット：100本または主要部材1本または1台に溶接

■　打撃曲げ検査（1検査ロットにつき1本）

した本数のいずれか少ない方

ｂ）現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調査は入念に行ない、塗装は工場塗装と同じ

　　錆止めペイントを使用し２回塗とする。

防錆塗料

　　錆止めペイントは、４つ星２回塗とする。

（５）

　　■　JIS K5674　１種　　　　■　JIS K5674　２種

ａ）防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合部の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。

７．その他

令第129条の２の３及び４の事項　※設計が該当する場合には、□にチェックを記入する。

　・建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

　　　とすること。

　□　屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上

　　　主要な部分に、支持構造部は、建築物の耐力上主要な部分に緊結すること。

　□　煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場合は

　　　鉄製の支枠を設けたものを除き、90cm以下とすること。

　□　煙突の屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリート造

　　　又は厚さが25cm以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。

　　　　損傷防止のための措置を講ずること。

　　　　を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

　　　　及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

　　　にあっては、H12年告示第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全

　　　なものとすること。

　□　法第20条第1項から第3項までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するもの

６．設備関係

（１）

設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承諾を得ること。

床スラブ内に設備配管を埋め込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし、管の間隔を５㎝以上とする。

（２）

（３）

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。設ける場合は設計者の承諾を得ること。

　■　建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないもの

　■　建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、

　　■　風圧、土圧及び水圧並びに地震及びその他の震動及び衝撃に対して安全上支障がない構造とすること。

　　■　建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の

　　■　管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手

　　■　管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の震動

　■　満水時の質量が15kgを超える給湯設備の取付についてはH12告示第1388号第5項による。

■　各試験及び検査は、事前に工事監理者に連絡すること。

■　各試験の供試体は、公的機関にて試験を行い、工事監理者に報告すること。

（５） 溶融亜鉛メッキ

■形鋼・鋼材類：HDZ55　　■ボルト・ナット類：HDZ55

メッキ部材の摩擦接合面処理方法：□ブラスト処理　　■リン酸処理

□外観検査（100）％

は200ごと及びその端数）
1検査ロット：1組の作業班が1日に施工した継手箇所ごと（圧接箇所が200箇所を超える場合

□引張試験（　　）本/1検査ロット

□超音波探傷試験（　30　）箇所/1検査ロット

構造特記仕様書 ・適用は□内に■印又はレ印を記入 ・特記なき事項は、（一社）公共建築協会［公共建築工事標準仕様書］、日本建築学会［鉄筋コンクリート造配筋指針］、日本建築学会［壁構造配筋指針］による

胴縁

□　消火水槽　　　　　　　　　Ｎ/㎡

■　令第39条の規定（屋根ふき材等）に関する取付けに当たっては構造耐力上安全なものとすること。

普通ボルト □中ボルト　強度区分：4.6　　　　

　ダイアフラム

18 18 15 65 185 270 4.5

－
※詳細はS-07参照

土間

単位

混和剤

AE剤

AE剤

AE剤

□  壁量計算

60 185 270

粘性土

更新：
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構造設計　株式会社ライト設計



※最下階柱脚は原則柱成Ｄ以上とする。

機械式接手を採用する場合は、その認定内容による。

※フックなしの場合は、Ｌ１ｈをＬ１に置き換える。

１－１

基本事項

表示記号

鉄筋の

２－１

２－２

折り曲げ

鉄筋の

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

§　１　．一般事項

設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。

１.

２.

§　２　．共通事項

鉄筋の表示記号及び最外径は下表による。

１－２

その他 本標準図に示す単位は特記なき限り全てｍｍとする。

３.

４.

また本標準図に明記なき場合は構造特記仕様書にて指定した標準仕様書及び

針・同解説」による。

フックのある場合○

本数に差がある場合○

機械式継手表示○

○ 溶接継手表示（ガス圧接）

多い

少ない

フックのない場合○

鉄筋の折曲げ形状・寸法

角度

折曲げ
折曲げ図

２－３

鉄筋の定着

及び重ね継

手の長さ

折曲げ内法直径（Ｄ）

４
ｄ

以
上

４ｄ以上
余長

８ｄ以上

余長

６ｄ以上
余長

４ｄ以上
余長

１.

２.

３. 柱及び梁の主筋並びに耐力壁の重ね継手の長さは特記による。

を示す

種類

鉄筋の

（Ｎ/㎜2）

準強度

トの設計基

コンクリー

上段　直線　Ｌ１

下段　フック付きＬ１ｈ

重ね継手 投影定着一般

定着の長さ

フックありの場合は、フック部分を含まない。

上段　直線　Ｌ２

下段　フック付きＬ２ｈ

直線　Ｌ３

とする。

Ｌ１，Ｌ２又はＬ３

定着起点 定着起点

Ｌ１ｈ，Ｌ２ｈ又はＬ３ｈ

余
長

Ｌ

全長
Ｌａ
※

Ｌ

定着長さ及び投影定着長さの図

Ｌｂ
Ｌ１又はＬ２

（ＳＤ３４５）

（）はＳＤ３４５

ＳＤ３９０

余
長

　　　２．９０°未満の折曲げの内法直径は特記による。

　　　　　を用いる場合には、余長は４ｄ以上とする。

仕様材料、工法等は構造特記仕様書による。

本標準図は異形鉄筋を対象とし、ｄは呼び名に用いた数値とする。

Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ２２ Ｄ２５ Ｄ２９ Ｄ３２ Ｄ３５ Ｄ３８ Ｄ４１Ｄ１３

１４ １８ ２１ ２５ ２８ ３３ ３６ ４０ ４３ ４６

Ｄ１０

１１最外径Ｄ

呼び名

記　号

Ｄ１６以下 Ｄ１９～Ｄ３８ Ｄ１９～Ｄ３８

ＳＤ３９０

１８０°

１３５°

９０°

１３５°

９０°
及び

（幅止め筋）

３ｄ以上 ４ｄ以上 ５ｄ以上

フック付きＬ３ｈ

軽量コンクリートを使用する場合は、２－３の数値に５ｄを加算する。

特記がない場合、耐力壁の鉄筋の重ね継手は４０ｄ（軽量コンクリートの場合

は５０ｄ）と表の重ね継手の長さのうち大きい値とし、耐力壁以外は上表の値

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ
ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

４５ｄ（５０ｄ）

３５ｄ（３５ｄ）

４０ｄ（４５ｄ）

３０ｄ（３０ｄ）

３５ｄ（４０ｄ）

２５ｄ（３０ｄ）

３５ｄ（３５ｄ）

２５ｄ（２５ｄ）

５０ｄ

３５ｄ

４５ｄ

３５ｄ

４０ｄ
３０～３６

２１

２１

１８

２４・２７

３０～３６

２４・２７

４０ｄ（４０ｄ）

３０ｄ（３０ｄ）

３５ｄ（３５ｄ）

２５ｄ（２５ｄ）

３０ｄ（３５ｄ）

２０ｄ（２５ｄ）

３０ｄ（３０ｄ）

２０ｄ（２０ｄ）

４０ｄ

３０ｄ

４０ｄ

３０ｄ

３５ｄ

２５ｄ

１５ｄ

（２０ｄ）

（１５ｄ）

１５ｄ

Ｌａ Ｌｂ

２０ｄ

（２０ｄ）

１５ｄ

（２０ｄ）

１５ｄ

（２０ｄ）

１５ｄ

（１５ｄ）

（注）１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で９０°フック又は１３５°フック

３０ｄ

（※柱せいの３／４倍以上）

小梁及びスラブの上端筋の
梁内折曲げ定着の投影定着長さ

梁主筋の
柱内折曲げ定着の投影定着長さ

フックあり定着の長さ直線定着の長さ

小梁・スラブ
下端筋

かつ

Ｌ３＝２０ｄ

Ｌ３ｈ＝１０ｄ

床スラブの場合

Ｌ３＝１０ｄ

１５０以上

小梁の場合

の場合

Ｌ３＝２５ｄ

片持梁・片持スラブ

スパイラル筋中間部（重ね継手）

スパイラル筋末端部（定着部）
溶接の場合

：片面溶接の場合

○ スパイラル筋の末端処理及び継手は下記のとおりとする。

ｄ

ｄ

副　帯　筋

３－３

帯　　　筋

１、末端は１．５巻以上の添巻きをし、図ａのフックをつける。

１．５巻以上
の添巻き

ｄ

２ｄ ２ｄ５ｄ

ｄ

ｄ

５０ｄ以上 ５０ｄ以上

両面溶接の場合

　ただしＤ１６以下

　５ｄ以上

　１０ｄ以上

２、重ね継手は重ね長さ５０ｄ以上とし、図ａのフックをつける。

６
ｄ
以
上

９
ｄ
以
上

Ｄ＝３ｄ

図ａ　１３５°フック

ａ＝１．５×（呼び名の数値）

ａ

ａ

ａ

ａ
ａ

ａ
４ｄ

４ｄ

○ 柱脚で斜材となる○ 柱幅と斜材幅が異なる○柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一

①

①

柱
Ｄ

Ｌ
２

梁
Ｄ

①

Ｐ
Ｐ

Ｐ

Ｐ

柱Ｄ

Ｌ
２

Ｌ
２

①

柱Ｄ

Ｌ
２

１
．

５
Ｄ

Ｌ
２

Ｌ２

Ｌ２

注2.　①の鉄筋は２－Ｄ１３かつ、２本の一段太い鉄筋とする

寄せ筋および２段筋の保持

※フックの角度は協議による

斜め柱・斜め梁

３－４

３－５

二段筋の保持

仕上げなし
屋外

煙突等高熱を受ける部分

土に接しない部分

土に接する部分

擁壁、耐圧スラブ

柱、梁、スラブ、壁

基礎、擁壁、耐圧スラブ

２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効で

　　ない仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。

３０

３０

４０

４０

＊４０

＊６０

６０

１．＊印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し軽量コンクリートの場合は特記による。

かぶりの厚さ

２－７

機械式継手２.１. 溶接・圧接継手
２－４

継手一般

ａ ａ

ｂ
１．４ｄ以上

１．１ｄ以上

e
ｄ

間　隔：ａ≧４００㎜ 間　隔：ａ≧４００㎜
かつｄ＋４０

０．２ｄ以下

ガス圧接

３. 重ね継手 （下記のいずれかとする。壁及びスラブ筋でＤ16以下の場合を除く）

Ｌ１ｈ

０．５Ｌ１ｈ

Ｌ１ｈ

０．５Ｌ１ｈ以上

４. あき重ね継手 溶接金網の継手５.

Ｌ１

0.
2L
1か

つ
15
0㎜

以
下

金網間隔+50㎜かつ150㎜以上

突合せ溶接継手及び機械式継手の場合はメーカー仕様による。８.

鉄筋のフック

２－５

上図の　　印の鉄筋の末端にはフックが必要。

梁 柱

６.

７. 鉄骨柱の脚部の基礎柱、又は根巻コンクリートの四隅の鉄筋

５.

４. 片持ちスラブの上端筋の先端

最上階及びこれに準ずる箇所の柱頭の四隅の鉄筋

あばら筋及び帯筋

柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部分の鉄筋（下図参照）

煙突の鉄筋

３.

○

１.

杭基礎の基礎筋

下記の１.～７.に示す鉄筋の末端部にはフックをつける。

鉄筋の余長・定着長さ・重ね継手長さ換算表

２－６

鉄筋のあき

○

※

鉄筋のあきaは原則として下記による。

○ 鉄筋径が異なる場合は平均による。

呼び名の数値ｄの１．５倍以上

粗骨材の最大寸法の１．２５倍以上
かつ２５以上

※Ｄは最外径を示す

Ｄ Ｄａ

ｐ

鉄筋のかぶり厚さ

かぶり厚さ

最　小 設　計

屋内

梁

耐力壁

柱 －

仕上げなし

２０

３０
屋外

スラブ

非耐力壁

屋内 －

構造部分の種別

２０ ３０

３０

４０

４０

４０

５０

５０

５０

７０

７０

仕上げあり※1

仕上げあり※1

かご鉄筋（主筋と同径・同本数）

拘束帯筋

Ｂ

かご鉄筋

柱頭の配筋（かご鉄筋）

※かご鉄筋は
　柱の主筋と
　同径、同本数
　を配筋する。

３－２

主筋の定着

Ｌ２

Ｌ２が確保出来ない場合の

ｈ０/２+１５ｄ以上

Ｌ
１

ｈ

Ｌ
１

１
０

ｄ

Ｄ

０．５Ｄ以上

二重帯筋

ｈｏｈ０/２+１５ｄ以上

１５ｄ以上

１５ｄ以上

Ｌ２

ｈｏ

Ｌ２

○

○

その間を設計ピッチ以下に割り付ける。

第一帯筋（Ｄ１３以上使用の事）は梁面に入れ、

Ｄ

ｅ

Ｄ

ｅ

ｅ/Ｄ≦１/６ｅ/Ｄ＞１/６

柱径が異なる場合

３－１

Ｄ

※

重ね継手

Ｄ

Ｌ１ｈ

※

ａ≧４００

≦
３
ｈ
ｏ
／
４

主筋の継手

０．５Ｌ１ｈ

５００以上かつ１５００以下

≦
３
ｈ
ｏ
／
４

ｈｏ ｈｏ

§　３　．柱

５００以上かつ１５００以下

○ 印内に継手中心部を設けることを原則とする。

４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。

３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨てコンクリー

　　トの厚さを含まない。

５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。

　　さとする。

６．柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋径の１．５倍以上を最少かぶり厚

　　なお、※1においてスラブ及び梁の天端水平面は含まれない。

溶接・圧接継手

※柱頭定着長さＬ２が確保できない場合は、
　構造計算により必要長さの確認を行う。

○

６.Ｄ３５以上の鉄筋は原則として重ね継手は用いず、機械式継手等とする。

２０ｄ ２０ｄ

２０ｄ １５ｄ

（mm）

 4d

 5d

 6d

 8d

10d

15d

20d

25d

30d

35d

40d

45d

D10

 40

 50

 60

 80

100

150

200

250

300

350

400

450

D13

 60

 70

 80

110

130

200

260

330

390

460

520

590

D16

 70

 80

100

130

160

240

320

400

480

560

640

720

D19

 80

100

120

160

190

290

380

480

570

670

760

880

D22

 90

110

140

180

220

330

440

550

660

770

880

990

D25

 100

 130

 150

 200

 250

 380

 500

 630

 750

 880

1000

1130

D29

 120

 150

 180

 240

 290

 440

 580

 730

 870

1020

1160

1310

D32

 130

 160

 200

 260

 320

 460

 640

 800

 960

1120

1280

1440

鉄筋径

鉄筋あき寸法

鉄筋芯－芯間隔

（mm）

呼び名

Ｄ１０・Ｄ１３
Ｄ１６・Ｄ１９
Ｄ２２・Ｄ２５
Ｄ２９・Ｄ３２

ｄ＋
ｄ＋
ｄ＋
ｄ＋
ｄ＋

１
２
３
４
５Ｄ３５・Ｄ３８・Ｄ４１

　　　 ｄ：鉄筋径

　　　 Ｄ：鉄筋の最外径

　　　 ａ：鉄筋の芯－芯間寸法

　　　（ａ＝１．５ｄ＋Ｄを標準とし、

　　　　　数値は下表を優先する）

ａ

ｐ

Ｄ:鉄筋最外径

鉄筋径（呼び径） Ｄ１９

３３

５４

Ｄ２２

３３

５８

Ｄ２５

３８

６６

Ｄ２９

４４

７７

Ｄ３２

４８

８４

Ｄ３５

５３

９３

Ｄ３８

５７

１００

Ｄ４１

６２

１０８

日本建築学会「ＪＡＳＳ５（２０２２）」及び「鉄筋コンクリ－ト造配筋指

７．鉄筋径の差はガス圧接の場合は原則として１サイズまでとする。

※施工上は下表設計かぶり厚さにて管理を行うこと

８ｄかつ１５０以上（水平長さ）

HOOP２重巻き

注1.　１．５Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠１００以下とする

６φ－＠６００

６φ－＠６００

ＳＤ２９５，ＳＤ３４５

ＳＤ２９５

Ｌ２又は
L2h以上

（耐力壁付き柱でD16以下に限る）

Ｌ２

帯筋の加工は３－３による。

Ｌ２
（フック付きはL2h）

Ｌ２
（フック付きはL2h）

○

基礎梁

第一帯筋

直交梁

設
計
ピ
ッ
チ
以
下

第一帯筋

Ｐ
〃
〃

〃〃
〃
〃
〃
〃

〃
〃

Ｐ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

交互配筋

１３５°フック

副帯筋（１８０°フックも可）

６
ｄ
以
上

６
ｄ
以
上

パネルゾーンの帯筋仕様は設計図によるよる。

設計図による

設計図による

１５ｄ以上

eの最大値は原則として150㎜以下とする。

Ｌ２ｈ

更新：
$j
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鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

主筋の継手

４－１
ＬＣ

Ｄ

Ｄ

０／４ ０／４

０／４

０

０／４ Ｄ

○ 印内に継手中心部を設けることを原則とする。

§　４　．梁

○ 機械式継手採用の場合は当該認定・評定内容による。。

外　柱　

一　般　階

最　上　階

中　柱　
　をあばら筋と同径同ピッチで落とし込む。

梁主筋は原則として通し筋とするが、拘束筋○

拘束筋

最上階の場合

Ｌ２

ＬＣ

全長Ｌ２

Ｄ

０／４ １５ｄ

Ｌ１Ｌ１

全長Ｌ２

Ｄ

０／４ １５ｄ３／４Ｄ以上かつＬａ

Ｌ２

３／４Ｄ以上かつＬａ

４－２

及び余長

主筋の定着

３／４Ｄ以上かつＬａ

○ 定着形状を下記以外とする場合は設計図書による。

０

（3-2　柱頭かご鉄筋による場合は除く。）

４－３

副あばら筋

あばら筋

※　ねじれ応力を受ける腹筋

　　は定着長さＬ２とする。

梁成が異なる場合

２巻き

ｅ≦１００

ｅ

４－４

補助筋 Ｄ＜６００　不要

６００≦Ｄ＜９００　　　２－Ｄ１０（１段）

９００≦Ｄ＜１２００　　４－Ｄ１０（２段）

１２００≦Ｄ≦１５００　６－Ｄ１０（３段）

腹　筋

（一般）

受筋

腹筋

巾止筋

つり筋

Ｄ
４
ｄ
以
上

ｂ

４
ｄ
以
上

４ｄ以上

Ｄ１０＠１０００以内で割り付ける。

Ｄ１０＠１０００以内で割り付ける。

巾止筋

吊　筋
受　筋

Ｄ＜６００　不要

腹　筋

（基礎梁）

６００≦Ｄ＜１０５０　　２－Ｄ１３（１段）

１０５０≦Ｄ＜１５００　４－Ｄ１３（２段）

１９５０≦Ｄ≦２４００　８－Ｄ１３（４段）

１５００≦Ｄ＜１９５０　６－Ｄ１３（３段）

①

ＬＣ

独立基礎・杭打独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合

ＬＣ

  継　手

a)小　梁

４－５

小梁及び

片持梁

定　着

連続端（内端）

ＣＬ

斜め可

下向き可

斜め可

  継　手

  定　着

○ 下端筋は水平定着でも可。上端筋には継手を設けてはならない。

０／４

Ｌ１

０／４ ０／４

Ｌ１

０

０／６

不連続端（外端）

○ 印内に継手中心部を設けること。

b)片持梁

Ｌ３ｈ ２０ｄ

Ｌ０／４ １５ｄ

２０ｄ

０／４０／６

０

１５ｄＬｂかつＢ／２以上

Ｄ

（有効せい）

先端 元端

０

Ｌ３又はＬ３ｈ

０

１００以内Ｌ２

通し筋としてもよい。

水平定着でもよい。

Ｌ３又はＬ３ｈ
Ｌ2

先端小梁がない場合

最上階の定着

１５ｄ
０／４

全長Ｌ２

全長Ｌ２

０／４

０

② 独立基礎・杭打独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合

ＬＣ

ＬＣ

③

２０ｄ

０／４

０

全長Ｌ２

全長Ｌ２

０／４
１５ｄ

※
Ｌ

２

全長Ｌ２

１５ｄ１５ｄ

２０ｄ

０／４ ０／４

０

ＣＬ　　び定着

①

②

ｂ)基礎小梁

　　の継手及 地反力を受ける場合

継　　手

５－２

上端筋

下端筋 短辺・長辺方向

長辺方向

Ｂ Ｄ

Ａ

Ａ ＤＣ

Ｂ

鉄筋の折り曲

げ及び定着

５－１

Ｄ ＤＢ

Ａ ＣＣ

Ａ ＣＣ

§　５　．スラブ

地反力を受けない場合は（４－５）による。

外周部は８ｄ以上
折り曲げる

Ｌ１

Ｌ１Ｌｂ

０／６ ０／４

２０ｄ２０ｄＬ３ｈ

０／４

１.

認定品を使用しない場合は下図によるが、補強筋は設計者の指示による。２.

縦筋

上縦筋

Ｌ1

Ｄ

下縦筋
Ｌ１

１．５Ｄ

斜筋

横筋

Ｌ
1

φ

あばら筋と同径、同数で＠１００以下とする。

○ 溶接金網の割り付け始点は、横筋ではあばら筋の下側と
し、縦筋では貫通孔の中心とする。

○

○

孔の径は、梁せいの１／３以下とし、孔が円形でない
場合はこれの外接円とする。

○

○

○

○

○

以上とする。

孔は、柱面から、原則として、１．５Ｄ（Ｄは梁せい）
以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。

縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

補強筋は、主筋の内側とする。

孔の径が梁せいの１／１０以下かつ、１５０ｍｍ未満の

けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。
もので、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避

○

○

上とする。
溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは１０ｍｍ以

溶接する。

を取り付ける。なお、リング筋は溶接金網に４箇所以上
溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋１－１３φのリング筋

ｙ

ｘ
／
４

ｘ

ｘ
／
４

肩筋Ｄ13以上肩筋Ｄ１３以上

ｔ

１５ｄ以上

Ｌ３

Ｂ

１５ｄ以上

孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部

下端は梁下端より１／３Ｄの範囲には設けてはならない。

孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径平均値の3倍

補強筋は原則として工場製品（認定品）を使用し、補強要領は当該認定仕様による。

ｘ／４ ⅹ／４

100以下

スラブ

５－３

片持ち

片持ちスラブ隅角部補強は設計図による。

Ｌ２

先端に荷重がある場合

Ｌ２

※

Ｌ３

２－Ｄ１３

受け筋Ｄ１３かつスラブ筋最大径

Ｂ

バーサポート端部＠９００以内、その他＠９００程度

開口補強５－４

スラブ

開口補強
（ａ）開口の最大径が７００mm

　　　程度以下の場合

（ｂ）片持ちスラブの場合

出隅受け部配筋

一般スラブ配力筋

出隅部分の補強筋

出隅受け部

１．　１≧　２とする。

３．配筋は特記による。

片持スラブ出隅部

　　程度となる様に上下端に補強を入れる。

２．スラブ筋と同径で１／２ピッチ以下（≒＠１００）

１．　１≧　２とする。

２．出隅受け部配筋は柱又は梁にＬ１定着する。

（Ｌ＝１，５００）

１

５－Ｄ１０
（Ｌ＝１，５００）

２

１／２ Ｌ１

Ｌ
１

１
／

２

Ｌ３

Ｌ
３

２

１

１／２

１
／

２

（ｃ）開口の最大径が

　　　３００mm程度以下の場合
（ｄ）小開口を連続して設けた場合

斜め補助筋上下

筋と同径以上
斜め補助筋上下
D13かつスラブ
筋と同径以上

コンクリート
・Ｆｃ 以上

・Ｗ／Ｃ 以下

（ｅ）設備スリーブまわりの補強

これに当てはまらない場合は工事監理者に相談する事。
φ≦２００ｍｍとする。

段違床

Ｈ

Ｄ１３

６Ｈ

Ｈ≦ｔ/2の場合

ｔ
Ｈ

Ｌ２

Ｌ２

ｔ

２ｔ以上

Ｄ１３かつスラブ筋と同径以上

ＳＴＰ:Ｄ１３スラブ筋と同ピッチ

Ｈ≦２ｔの場合

上下各1-D13

短辺方向

標準継手位置

２－Ｄ１３

１－Ｄ１３

壁配筋（Ｓ）

１－Ｄ１３

段取り筋

１－Ｄ１３

１－Ｄ１３

梁面

下
端

筋
２

５
ｄ

 

Ｌ１

上
端

筋
２

/Ｂ
以

上
か

つ
Ｌ

１
以

上
，

斜筋2-D13かつ 斜筋2-D13かつ
スラブ筋と同径以上ｎ１

ｎ
2

ｎ1 /2 本

Ｌ
１

Ｌ
１

Ｌ１ Ｌ１

Ｌ１

Ｌ１

Ｌ１

Ｌ１

Ｌ１

Ｌ
１

ｎ1 /2 本ｎ1 /2 本

ｎ１

ｎ
2

  開口の復旧は、鉄筋をスラブ筋と同径・同ピッチに配筋し、その継手はフレアー溶接

  （片面１０ｄ）とする。これによらない場合（埋込インサートによる手法やセルボン

  工法など）は工事監理者に相談の上決定すること。

  短辺長さは０．６ｍ以下，長辺長さは１．０ｍ以下とする。

  型枠搬出用開口の補強は（ａ）図の補強方法とする。

  （ａ）～（ｅ）に当てはまらない場合は設計図による。

  斜め補強筋はスラブ上下端筋の内側に配筋する。２

  （スラブ筋を切断しない場合は補強を要しない）

［注］ １  開口によって切断される鉄筋と同量の鉄筋で補強する。

  ただし，原則として開口の位置は５－１に示すＣのゾーン以外とし，かつ開口の大きさは

４

３

型枠搬出用開口　復旧要領（参考図）

スラブ筋と
同径・同ピッチ

（片面１０ｄ）

舟形（角度をつけること）

開口断面図

Ｌ１

Ｌ１ Ｌ１

Ｌ１

Ｌ
１

Ｌ
１

Ｌ
１

Ｌ１

Ｌ１

Ｌ１

Ｌ１

Ｌ
１

Ｌ
１

Ｌ
１

φ

フレア溶接

１
．
０
m以

下

０．６m以下

21

60

２０ｄ

：ガス圧接位置

腹筋

第一あばら筋

※

〃 〃 〃 Ｐ〃〃Ｐ

設計ピッチ以下

３０
程度

※
８
ｄ
以
上

※　柱面より梁成の範囲は、１８０°フック又は１３５°フックが望ましい。

２ｄ

２ｄ
Ｌ１ｈ

６
ｄ
以
上 ⑧⑦⑥

６
ｄ
以
上

⑤

※
８
ｄ
以
上

④

キャップタイ

①

６
ｄ
以
上

②

キャップタイ
６
ｄ
以
上

※
８
ｄ
以
上

③

６
ｄ
以
上

６
ｄ
以
上

６
ｄ
以
上

片面１０ｄ
両面５ｄ溶接

下に割り付ける。

○ 第一あばら筋は柱面に入れその間を設計ピッチ以

○

○

○ 溶接継手は帯筋の項を参照のこと。

いが１．５ｍ以上の場合。

あばら筋の加工は下図①または②による。

⑥⑦⑧は上下にスラブが付く場合で、かつ、梁せ

③④⑥は同時打込みのスラブ付の場合に限る。

※部材リストの仕様が異なる場合は部材リストの記載を優先する。

Ｌ
２

（直線の場合はL3）

不連続端（外端） 連続端（内端）
Ｂ

２　０／３+１５ｄ

a)基礎梁の

　　継手及び

　　定着

４－６

基礎梁及び

基礎小梁

地反力を受ける場合（布基礎・ベタ基礎など）

Ｄ

Ｄ

Ｄ

３／４D以上かつＬａ

３／４D以上かつＬａ

３／４D以上かつＬａ

３／４D以上かつＬａ

３／４D以上かつＬａ

３／４D以上かつＬａ

※　設計者の判断による。

Ｂ

※梁幅が小さくＬｂを確保できない場合は余長をＬ２とする

８
ｄ

以
上

（
Ｌ

２
）

Ｌ２

連続端（内端）不連続端（外端）

○ 印内に継手中心部を設けることを原則とする。

Ｌ０

かつB/2以上 １５ｄ １５ｄ

８
ｄ

以
上

（
Ｌ

ｂ
確

保
で

き
な

い
場

合
Ｌ

２
）

４－７

梁の貫通補強

Ｌ
２

８
ｄ
以
上
（
Ｌ
ｂ
確
保
で
き
な
い
場
合
は
Ｌ
２
）

ＬｂかつＢ／２以上

受け筋Ｄ13

ｘ　≦　　ｙ

継手位置は原則として下表によるが、右図（梁直上での重ね継手）でもよい。

バーサポート端部＠９００以内、その他＠９００程度

100以下

ＬaかつＢ／２以上

Ｌ２

※地反力（ベタ基礎）や水圧（浮力）を受けるスラブの継手位置は設計者の指示による。

スラブに段差のない場合は、スラブ筋を引き通して直線定着してもよい。

ｎ2 /2 本（上下共）

スラブ筋と同径以上（上下共）

ｎ2 /2 本（上下共）

ｎ1 /2 本（上下共）
（上下共）

ｎ2 /2 本（上下共）

ｎ2 /2 本（上下共）
（上下共）

（上下共） （上下共）

1-D13かつスラブ

上下各1-D13

(a)の仕様に準ずる
（切断本数を両側振分け）

５－Ｄ１０

補強筋は上端のみシングルとしスラブ上端筋の下に配置する。

屋根スラブ出隅及び入隅部の補強

更新：
$j
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通し配筋

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（３）

６－２

壁配筋

定着及び

６－１

継手

§　６　．壁

６－３

補強筋

鉄筋による工法

※　斜筋を縦・横補強筋でおきかえる場合は設計者の指示による。

開口部

斜筋は内側に配置する。壁筋を切断しない場合は補強を要しない。○

○ ｅ≦１００の場合は、開口と柱・梁間の補強筋は不要とする。

○ 補強筋仕様は壁リストによる。

特記なき場合は、
スリット幅　Ｗ１≧２５かつスリットの長さの１/１００
　　　　　　Ｗ２≧１５

スリット材

６－４

構造スリット 完全スリットの場合

（防錆処理）
Ｄ１０＠４００程度

ス
リ
ッ
ト
材

Ｄ１０＠４００程度
（防錆処理）

スリット材

§　７　．基礎

ＣＬ

基礎筋

ＣＬ
90°フック
(余長4d)

o※ｄ :ハカマ筋径

７－１

フーチング基礎

※ｄ :ベース筋径

基礎と基礎梁

接合部補強

７－３

べた基礎継手

及び定着

７－２

（独立基礎の場合）

８－１

階　段

８－２

土間コンクリ

ート

８－３

打増し補強

§　８　．その他

片持階段

※

下端筋定着

※

されている場合は不要。

壁配筋が片持荷重を受ける配筋と

スラブ階段

スラブ筋と同径・同ピッチ

（　　　形でも可）

Ｄ１３

補強筋Ｄ１３以上（ダブル） 受筋Ｄ１３

２０ｄ以上

イナズマ筋Ｄ１０＠２００

ｔ≧１８０

８ｄ
以上

Ｄ１０

イナズマ筋
Ｄ１０＠２００

主筋Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１０

Ｌ３

Ｄ１０＠２００

Ｄ１３

（ｂ）ダブル配筋とシングル配筋

Ｌ

（ａ）

（ａ）

（ｄ）

（ｂ）

（ｂ）

（ｅ）

原則，
通し配筋

ｃ

ＣＬ

ＬＣ

（ｃ）

ＣＬ

（ｃ）

ｃＬ

［注］ 

置きスラブ 置きスラブ上端

梁上端
梁

Ｌ２かつ柱中心線を超える　　　

８
ｄ

以
上

か
つ

１
５

０
以

上

Ｌ２かつ柱中心線を超える　　　

Ｌ
２

ｈ
か

つ
中

心
線

を
超

え
る

中
心

線
を

超
え

る

（ｄ）

 （ｂ），（ｃ）で耐震壁や土圧・水圧を受ける壁でない場合，コア内定着としなくともよい。

１－Ｄ１３

１－Ｄ１３

非耐力壁縦筋は、床スラブ内定着（Ｌ２）または、置きスラブ上端から増打ち部

および梁への定着（Ｌ２）でも可とする。

耐力壁

［注］（i）～（iii）はいずれを用いてもよく、（iv），（v）はどちらを用いてもよい。

（i） （ii） （iii） （iv） （v）

Ｄ１３Ｄ１３ Ｄ１３ Ｄ１３Ｄ１３

（１）柱への定着

（２）梁への定着

（ａ）シングル配筋の場合

２

［注］   ａ区間の部分は通し配筋でもよい。１

 （ｂ），（ｃ）で耐震壁や土圧・水圧を受ける壁でない場合，コア内定着としなくともよい。２

  ａ区間の部分は通し配筋でもよい。１

（３）置きスラブでの基礎梁への定着

［注］ 

（４）スラブへの定着（ＲＣ壁・ＣＢ壁が床と取り合う場合）

Ｌ
２

ａ
Ｌ

２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

ａ
Ｌ

２

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ
１

Ｌ
２

Ｌ２ Ｌ１ Ｌ１

Ｌ
１

Ｌ２Ｌ２

ａＬ２ Ｌ２ Ｌ２ Ｌ２

Ｌ２ａＬ２
Ｌ２ ａ Ｌ２

壁筋と同径・同間隔

Ｄ１３ Ｄ１３

Ｄ１３ Ｄ１３

（i） （ii） （iii） （iv）

［注］（iii），（iv）はいずれの納まりを用いてもよい。

（i） （ii） （iii）

（iv） （v）

［注］（i）～（iii）はいずれを用いてもよく、（iv），（v）はどちらを用いてもよい。

［注］　開口部の上下については幅止筋は不要とする。

一般壁

開口補強筋

耐力壁

開口部

Ｄ１３ Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１３

４

４

（ａ）断面 （ｂ）断面

１［注］ 

２

３

４

基礎ばり上端

  下から立上がり筋を用いて継手を設けて縦筋を配筋してもよい。

 （ｂ）の方式を採用する場合は工事監理者の承認を得る事。

（７）耐震壁の壁端部の納まり

（８）地下外壁の納まり

Ｌ１

Ｌ
１

Ｌ２ Ｌ２

Ｌ
１

Ｌ１

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ２ Ｌ１

Ｌ２ Ｌ２

Ｌ
１

Ｌ２ Ｌ２

１

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
１

Ｌ
２

Ｌ
２

 

巾止筋　　　　-Ｄ１０＠１０００（段取り筋）

Ｈ
ｏ

（５）壁交差部の納まり

※

はり幅はり幅 DD

（ｃ）ダブル配筋とダブル配筋　　　

（ｂ）杭基礎（ａ）直接基礎

Ｌ
２

 

ａ１／ａ２≦１／６

３―Ｄ１３
３―Ｄ１３

０＜Ｄ≦５００
５００＜Ｄ≦１０００

≧Ｌ2

１５０
１５０

０／４

ｔ

Ｌ
２

※ＬｂかつＢ／２以上

ａ１

ａ２ ２０ｄ以上

Ｂ

≧Ｌ2

Ｌ2 Ｌ2

Ｌ３ｈ又は２０ｄ

2
0
d

1
0
0

2
0
d
o

15d

2
0
d

（ｂ）せん断補強筋（コの字筋など；柱・梁共通）

（ａ）軸補強筋（ｔ は増打ち厚み）

　 取り付く部材の帯筋，あばら筋と同径・同間隔とする

　場合は工事監理者に確認をとること。

　ｔが５００を超え，かつ詳細図がない

　　７０＜ｔ　　　Ｄ１６＠２５０

　　ｔ≦７０　　　補強なし

は増打部分を示す
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［注］   （３）において，せん断補強筋を柱・梁最外主筋の外側に配筋する場合，先端フック付きと
  するか，または全結束すること。

  取り付く壁が耐震壁や土圧を受ける壁でない場合，壁筋をコア内定着としなくともよい。

  ｔ≧５００のとき腹筋としてＤ１３＠２５０で配筋する。（２）（３）共通。

  ｔ≧５００のとき追加軸補強筋としてＤ１６＠２５０で配筋する。５
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  継手位置は監理者の指示による。

（水平） （鉛直）

  側筋はＤ１３＠３００以下とし、端部は柱断面内に５ｄ以下又は梁断面内に２０ｄ定着する。

 （ａ）の外側鉄筋は６－１（１）の（ｂ）または（ｃ）の定着要領に従う。

継手位置は５－２項の上端筋を下端筋、下端筋を上端筋に読み替える。

※スラブ内への折り曲げ方向は原則として交互とする。
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１章．工法概要

D・BOX工法　LSタイプ　工法概要及び製品仕様書 メトリー技術研究所株式会社

FAX０４８０－６１－２８６４

TEL０４８０－４７－０３６６

＊工業所有権：特許3949156　　特許第4023693 　商標第5133823号　　商標第5145099号

第1項　D・BOX工法-LSの概要

D・BOX工法-LSは、現在名古屋工業大学名誉教授の松岡元氏が考案された地盤の補強方法（土のう一体化工法）を

発展させた工法である。軟弱地盤対策、振動対策などに用いられる地盤改良工法であり、敷設段数、配置により

粘性土、砂質土、シルトやヘドロ地盤などさまざまな地盤に適用させることができる。

＜特徴＞

３　形状を維持したままでの移動、設置が可能なため、従来の大型土のうに比べ敷設時間の大幅な短縮が可能。

２　D・BOX－LS内部にはトラスバンドが設置され、大型化したD・BOXに理想的な拘束効果をもたらす。

１　リフトバンドによる一本吊りが可能で、四角形状を維持したままでの移動、設置が可能。

６　環境振動や地震動などの振動低減効果が得られる（特に起振側での使用に有効）。

５　セメント系固化剤を使用しない、中詰め材の再利用可能、地下水位等地下環境を変えないなど地球環境への負担が少ない。

４　沼地などの超軟弱地盤での使用においても、D・BOX－LS下層部の形状特性と吸水効果により、沈下抑制が可能。

９　上面がマジックテープにより固定できる為、現場での閉口作業が効率的に行える

８　狭小地でも施工が可能（重機（バックホウ）の作業スペース及び中詰め材（砕石）置場があれば可能）

７　上面が箱状に閉じられる為（複数枚の生地が上面で重なる）、転圧時における袋の劣化が最小に抑えられる。

が無く、更にはD・BOX自体の透水効果と保水効果により、地下環境に対する影響を最小限に抑えることが出来る。

の種類に関係なく、施工が可能である。またセメント系固化材などを使用していないため、土中に対する有害物質の流出

ことができる。また、交通振動や地震などの振動に対しても低減効果が確認されており、これらの工事は施工規模や地盤

よる液状化が予想されることがあるが、本工法を採用することによって地盤を補強し、沈下や液状化現象を抑制させる

軟弱地盤、超軟弱地盤に構造物や道路を建設する場合、設計支持力不足や有害な沈下（特に不同沈下）の発生や、地震動に

＜効果＞

第2項　形状　寸法　構成

D・BOX-LSはLS100とLS150の2種類がある。

　　図1：形状
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※（　）内寸法はLS100

※単位：mm

　　図２：断面模式図

リフトバンド

リフトバンド

トラスバンド

固定バンド（面テープ）

第3項　用語

D・BOX-LS・・・・袋上部の開口より中詰材を投入し面ファスナーにてワンタッチで袋を閉口できるD・BOX工法に

用いられる専用の箱状の袋。

リフトバンド・・・・　D・BOX-LSを吊上げる際に利用するバンド

トラスバンド・・・・　D・BOX内部の土粒子を効果的に拘束するためのバンド。

中詰材・・・・・・・　D・BOX-LSに充填される中詰材料（C40-0推奨）

固定バンド・・・・・　D・BOXを閉口する際に用いる固定用バンド

第２章　製　品

第1項　適用範囲

本仕様書はD・BOX-LSに用いる使用材料に適用する

用語は第1章　第3項　用語に示す

第2項　規格

＜D・BOX-LS：寸法＞

LS100　縦1000×横1000×高250（中詰材投入後の寸法―縦1000×横1000×高250）（単位mm）

LS150　縦1500×横1500×高450（中詰材投入後の寸法―縦1500×横1500×高450）（単位mm）

＊容積　LS100：^I0.25ｍ3　　LS150：1ｍ3

＊^ID・BOX－LSは袋の閉口時の調整により、±100～250mmの調整が可能。

繊維密度　^I縦―13本（本／2.54ｃｍ）　横―13本（本／2.54ｃｍ）

構成：本体材料　　縦―ポリプロピレン（紫外線防止剤入）　横―ポリプロピレン（紫外線防止剤入）

本体物性値

②伸　度　　（％）

①引張強度　（Ｎ）

縦 横

1850 1850

16 15

帯物性値

①引張強度　（Ｎ）

②伸　度　　（％）

16800

15

試験方法

①、②ＪＩＳ　Ｌ　１０９６　Ａ法（ラベルドストリップ法）に準拠

試料巾：5cm　　つかみ間隔：20cm　　引張速度：20ｃｍ／ｍｉｎ

第3項　注意事項

土中もしくは遮光条件下での使用となる。

①自然条件　　　通常のD・BOXはPP(ポリプロピレン)を使用しているため、紫外線環境化の使用は前提とせず、

②現場条件　　　制限無し　（ただし火気使用条件のある現場では十分な注意が必要）

③技術提供可能地域　　　技術提供地域については制限なし。

第４項^I　施工手順

D・BOX-LSの製作(中詰作業)、敷設作業の敷設の作業工程について以下に記載します。

(1) 中詰め材投入　・D・BOXを規定の型枠に広げ砕石を投入する。

(2)閉口作業　・砕石が規定量に達したのを確認しD・BOXを閉口する。閉口の際D・BOXの上フタの端部が、対面の上フタ

端部と丁度接触する位置まで袋上面をよせる。

ラインなどによる設置目標を示すと効率的に敷設できる

(3)敷設　　・D・BOXを吊上げ、所定の位置に設置する。設置は予め寸法を確認し、転圧後の最終寸法で納まるよう

転圧はD・BOX中央部から円を描くように外側に向かって転圧する。

(4)再転圧　　・ランマー等を用い転圧を行い、施工面を平滑にする。(D・BOXの生地に張りがでるまで転圧を行う。)

(5)確認　　・^I転圧後のD・BOXの配置や上面の閉口状態、転圧具合などを最終確認する。

第３章　強　度

第1項　算定式

D・BOX-LS100の耐荷応力　：　 D・BOXの耐荷応力式（※1）　による

耐荷応力式　　σ1ｆ＝σ3Kp＋2T（1／H＋1／L)Kp－2T（1／B＋1／L）

σ1f ：D・BOX のｚ軸方向の最大主応力(kN/㎡)　　σ3f ：D・BOX のx・y 軸方向の最小主応力(kN/㎡)

Ｔ：袋の破断張力(kN/ｍ) 1850×100／5×0.001＝37　　Ｂ：幅（ｍ），Ｈ：高さ（ｍ），Ｌ：奥行き（ｍ）

Ｋｐ：中詰材の受動土圧係数　Ｋｐ ＝（ １ ＋ sinφ ） ／(１ － sinφ ) （ φ ： 内部摩擦角≒４４°　砕石の場合）

第２項　D・BOXの圧縮耐力

LS100　＜使用材料＞袋：D・BOX-LS100　サイズ：B×L×H　1000×1000×250　（単位：mm）　　中詰材：砕石C40-0

σ1f ＝ 2×37×（1/0.25+1/1.0）×5.55 - 2×37×（1/1.0+1/1.0）＝ 1,905kN／㎡（kPa）

LS150　＜使用材料＞袋：D・BOX-LS150　サイズ：B×L×H　1500×1500×450　（単位：mm）　　中詰材：砕石C40-0

σ1f ＝ 2×37×（1/0.45+1/1.5）×5.55 - 2×37×（1/1.5+1/1.5）＝ 1,087kN／㎡（kPa）

第３項　安全の確認　　

安全条件　：　支持層の長期許容支持力度　＜　D・BOXの耐荷応力　／　1.5（安全率）

80   ｋN／㎡　　＜　 1087　 ／　1.5　＝　  724 ｋN／㎡　　よって十分に安全である（耐荷力の小さいLS150で算定）

＊参考図書：地盤工学の新しいアプローチ（著者）松岡元（発行所）京都大学学術出版会

使用材料　： D・BOX-LS100 D・BOX-LS150

計算条件　：　T（袋の張力）【37ｋN／ｍ】　　中詰材：砕石　C40-0【φ44°】　σ3ｆ：大気圧【0ｋN／㎡】　

※1ソルパック工法における中詰め材の３次元拘束効果について

（２００３年日本建築学会大会学術講演梗概集、構造Ｉ（Ｂ－Ｉ）、ｐ．２５１～２５２　山本春行、松岡元著）　

σ3ｆ

σ2ｆ

σ1ｆ

B

H

L

（T）

※引張強度は左記以上の品質とする。

注意事項：D・BOXの制作および敷設の際には、必ず事前にメトリー技術研究所の技術指導を受けること

中詰材：砕石

建設技術審査証明　BCJ－審査証明－266

（件名　     新築工事     ）

必要長期許容支持力度　：   　　  ｋN／㎡　
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ハッチング部：砕石充填 D・Box-LS100　1段

設計GL①-1450（H=146.42）

【凡例】　D・Box設置深さ（床付け面）　

設計GL①-1935（H=145.935）

設計GL①-2250　設計GL②-1450（H=145.62）

設計GL②-1050（H=146.02）
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摘　要数量単位規　格項　目
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D・Box-LS100　1段ハッチング部：砕石充填

ハッチング部：砕石充填

D・Box-LS150　1段

設計GL①-2250　設計GL②-1450（H=145.62）

【凡例】　D・Box設置深さ（床付け面）　

設計GL②-1050（H=146.02）
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袋1500×1500×450DBOX-LS150

摘　要数量単位規　格項　目

中詰材 C40-0 m3
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基礎伏図

特記なき限り下記とする。

・RC基礎天端レベル=平均地盤面-581　

・　　　　      土間（土間天端レベル=設計GL-200）

　（　　　）内は設計GL①からの土間天端レベルを示す。

・　　　　　　　ピット部を示す。(土間天端レベル=設計GL-1,000)

・　　　　　　　基礎上立ち上がり部を示す。

・土間下は平板載荷試験を行い地耐力20kN/㎡を確認すること。
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床組－凡例

管柱:スギ(E70)（120 x 120）　※C15　(150 x 150) 、C18(120 x 180)

大引：スギ（ 105 x 105 )

床下地：構造用合板, 1類1級以上, 厚24mm（鉄丸釘 N75 @150:四周釘打ち), F☆☆☆☆

鋼製束位置を示す。

受材：スギ（ 105 x 105 )

両筋かい：たすき掛け、90x90以上（各々、端部仕口には BP-2,BP-2同等品)を使用すること。

耐力壁：構造用パネルOSB　t9 N50@150㎜ 
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土台伏図

※筋交い：スギ（節、反り、ひび割れ等、欠陥の無いもの）

　明らかなものを使用すること。

※使用する金物は、Ｃ、Ｚマーク表示金物等、品質性能が

柱・筋交い伏図－凡例

※記載無きところは、ろ 以上とする。

15kN 引き寄せ金物×2　同等品

25kN 引き寄せ金物　同等品

20kN 引き寄せ金物　同等品

15kN 引き寄せ金物　同等品

10kN 引き寄せ金物　同等品

スクリュー釘併用短冊金物　同等品

スクリュー釘併用羽子板ボルト　同等品

短冊金物　同等品

羽子板ボルト　同等品

山形プレート　同等品

CP-T　同等品

長ほぞ差し込み栓打　同等品

CP-L　同等品

柱頭・柱脚金物　凡例

仕　　様

Ta(kN)：接合部の許容引張耐力
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小屋－凡例

梁　数字は梁せい　（E70級） (+○○)は軒高からの梁天端高さを示す。

束：スギ（ 120 x 120 )

柱：スギ(E70)（1階）

垂木：スギLVL（ 60 x 180 ) @455

両筋かい：たすき掛け、90x90以上（各々、端部仕口には BP-2,BP-2同等品)を使用すること。

通し柱:スギ(E70)　（120 x 120)

※特記無き場合の梁せいは、180㎜とする。

※G***は集成材(E120-F330)の梁せいを示す。

※G***LはLVL(E120-F385)の梁せいを示す。

※母屋（桁梁）－小屋束接合部のカスガイ打ちは両面ウチ（2本打）とする。または、

短期引抜耐力が2160N以上を有する仕様とすること。

※桁・梁の幅は120㎜とする。水平構面の横架材間の継手は、羽子板ボルトまたは短冊

金物と同等以上（7.5kN以上）の短期許容引張耐力を有する接合とすること。

※柱との仕口部は、梁受金物MH・NB(タナカ)(同等品)を使用すること。

　［〇○※］部はMH・NB(タナカ)同等品＋羽子板ボルトを使用すること。
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屋根－凡例

野地板：構造用合板, 特類1級以上, 厚24mm（鉄丸釘 N75-@150:四周釘打ち), F☆☆☆☆

母屋　　　：スギ（ 120 x 120 ) ※部材長≒1820 @910

垂木1（庇部）：スギLVL（ 60 x 210 ) @455

垂木：スギ（ 60 x 210 ) @455　構造用合板 12mm、N50-@150以下

※特記無き場合の梁せいは、180㎜とする。

※G***は集成材(E120-F330)の梁せいを示す。

※G***LはLVL(E120-F385)の梁せいを示す。

※垂木と軒桁の接合には、ひねり金物（ST-15同等品)を使用のこと。垂木と母屋の接合には、ひねり金物

（ST-12同等品）を使用のこと。

※母屋（桁梁）－小屋束接合部のカスガイ打ちは両面ウチ（2本打）とする。または、短期引抜耐力が2160N以

上を有する仕様とすること。

※桁・梁の幅は120㎜とする。水平構面の横架材の継手・仕口は、羽子板ボルトまたは短冊金本と同等以上

（7.5kN以上）の短期許容引張耐力を有する接合とすること。

※柱との仕口部は、梁受金物MH・NB(タナカ)(同等品)を使用すること。

　［〇○※］部はMH・NB(タナカ)同等品＋羽子板ボルトを使用すること。
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特記なき限り下記とする。

・野地板：構造用合板t24　(N75@75) (JIS A 3301)

各部材凡例

・ 　束　120*120　（スギ乙種2級）

・ 　合板受け　105*105

・ 　たすき筋かい　45*90 (スギE50)

・   構造用パネルOSB　t9 N50@150㎜

・　　　　 垂木　45*105　(スギE50)
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梁伏図 屋根伏図

特記なき限り下記とする。

・野地板：構造用合板t24　(N75@75) (JIS A 3301)

・梁：120*180 (特記は梁せいを示す)

　　梁材種：150以下　E50
　　　　　　180以上300以下　E70

　　　　　　G〇〇　集成材E120-F300
　　　　　　G〇〇L　LVLE120-F385

・合板受け(B)：120*120　(B○○は梁せいを示す)　(E50)

                   (梁せい180以上はE70)

各部材凡例

・ 　柱位置

・   柱　120*360　(スギLVL　E120-F385)

・ 　束　120*120　（スギE50）

・ 　合板受け

・   垂木　
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構造用合板(t24)範囲を示す

垂木(60*210@455 スギ)を示す

垂木(60*210@455 スギ)を示す
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土台・金物伏図
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　明らかなものを使用すること。

※使用する金物は、Ｃ、Ｚマーク表示金物等、品質性能が

※記載無きところは、ろ 以上とする。

43kN高耐力ホールダウン

25kN 引き寄せ金物　同等品

20kN 引き寄せ金物　同等品

15kN 引き寄せ金物　同等品

10kN 引き寄せ金物　同等品

スクリュー釘併用短冊金物　同等品

スクリュー釘併用羽子板ボルト　同等品

短冊金物　同等品

羽子板ボルト　同等品

山形プレート　同等品

CP-T　同等品

長ほぞ差し込み栓打　同等品

CP-L　同等品

柱頭・柱脚金物　凡例

仕　　様

Ta(kN)：接合部の許容引張耐力
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68kN高耐力ホールダウン 68.10Hi2

35kN 引き寄せ金物　同等品 35.00ぬ

特記なき限り下記とする。

・柱：120*120

・土台：120*120 (ヒノキ)

・柱材種：C12　：スギE50

　　　　　  C18(120*180)、C21A(150*210)　：スギE70

　　　　　　C36(120*360) C36A（150*360）:　LVL　E120-F385
　　　　　　

各部材凡例

・ 　柱

・ 　たすき筋かい　90*90 (スギE50)

・   構造用パネルOSB　 N50@150㎜

・   大引　105*105　(スギ)

・ 　受材　　　〃

・   鋼製束

・　　　　　 床下地：構造用合板t24㎜(哲丸釘　N75@150ロの字)

G360

C18C18

特記なき限り下記とする。

・柱：120*120

・梁：120*180 (特記は梁せいを示す)

・梁材種：150以下　E50
　　　　　　180以上300以下　E70

　　　　　　G〇〇　集成材E120-F300
　　　　　　G〇〇L　LVLE120-F385

・柱材種：C12　：スギE50

　　　　　  C18(120*180)、C21A(150*210)　：スギE70
　　　　　　C36(120*360) C36A（150*360）:　LVL　E120-F385
　　　　　　

各部材凡例

・ 　柱

・ 　たすき筋かい　90*90 (スギE50)

・   構造用パネルOSB　 N50@150㎜

※桁・梁の幅は120㎜とする。水平構面の横架材間の継手は、羽子板ボルトまたは短冊金物と同

等以上（7.5kN以上）の短期許容引張耐力を有する接合とすること。

※柱との仕口部は、梁受金物MH・NB(タナカ)(同等品)を使用すること。

　［〇○※］部はMH・NB(タナカ)同等品＋羽子板ボルトを使用すること。

※母屋（桁梁）－小屋束接合部のカスガイ打ちは両面ウチ（2本打）とする。または、短期引抜

耐力が2160N以上を有する仕様とすること。

※桁・梁の幅は120㎜とする。水平構面の横架材間の継手は、羽子板ボルトまたは短冊金物と同

等以上（7.5kN以上）の短期許容引張耐力を有する接合とすること。

※柱との仕口部は、梁受金物MH・NB(タナカ)(同等品)を使用すること。

　［〇○※］部はMH・NB(タナカ)同等品＋羽子板ボルトを使用すること。

ほぞパイプMHP-118　同等品 M 4.40

HiHi

ぬちぬりりぬちぬ

に

ぬ

Hi2

に

ぬ

Hi2 Hi2Hi2Hi2

Hi2

M M

MM

※C36柱脚・柱頭、C36-G1200L接合部は詳細図参照

床下地：構造用合板, 1類1級以上, 厚24mm（鉄丸釘 N75 @150:四周釘打ち), F☆☆☆☆
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土台伏図

土台：ヒノキ ( 120 x 120 ) ※ハッチ部は基礎立ち上がり部を示す。

床組－凡例

管柱:スギ(E70)（120 x 120）　※C15　(150 x 150) 、C18(120 x 180)

大引：スギ（ 105 x 105 )

床下地：構造用合板, 1類1級以上, 厚24mm（鉄丸釘 N75 @150:四周釘打ち), F☆☆☆☆

鋼製束位置を示す。

受材：スギ（ 105 x 105 )

土間コンクリート

両筋かい：たすき掛け、45x90以上（各々、端部仕口には BP-2,BP-2同等品)を使用すること。

化粧柱：１２０x１２０(スギ)

耐力壁：構造用パネルOSB　t9 N50@150㎜ 

土間コンクリート

C15

C15

C15
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土台伏図

化粧柱：１２０x１２０(スギ)

C15

※筋交い：スギ（節、反り、ひび割れ等、欠陥の無いもの）

　明らかなものを使用すること。

※使用する金物は、Ｃ、Ｚマーク表示金物等、品質性能が

柱・筋交い伏図－凡例

※記載無きところは、ろ 以上とする。

15kN 引き寄せ金物×2　同等品

25kN 引き寄せ金物　同等品

20kN 引き寄せ金物　同等品

15kN 引き寄せ金物　同等品

10kN 引き寄せ金物　同等品

スクリュー釘併用短冊金物　同等品

スクリュー釘併用羽子板ボルト　同等品

短冊金物　同等品

羽子板ボルト　同等品

山形プレート　同等品

CP-T　同等品

長ほぞ差し込み栓打　同等品

CP-L　同等品

柱頭・柱脚金物　凡例

仕　　様

Ta(kN)：接合部の許容引張耐力
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管柱：特記無き限り、 120x120

※ボルトタイプ100角型　短期引張耐力 11.28kN以上装飾柱脚金物

※柱頭は、告示1460号第二号（と）とする。

両筋かい(2段)：たすき掛け、45x90以上（各々、端部仕口には ヘキサプレートSD(タナカ)同等品)を使用すること。

耐力壁 (構造用パネルOSB　t9 N50@150㎜ )

は

は は は

は

は

に

と

へ

両筋かい：たすき掛け、45x90以上
（各々、端部仕口には 中大規模対応ストロング筋交い耐力壁対応金物

                                 (タナカ)同等品)を使用すること。)

両筋かい(1段)：たすき掛け、45x90以上（各々、端部仕口には ヘキサプレートSD(タナカ)同等品)を使用すること。

両筋かい(1段)：たすき掛け、45x90以上
（各々、端部仕口には 中大規模対応ストロング筋交い耐力壁対応金物

                                 (タナカ)同等品)を使用すること。)
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外部鉄骨柱：φ89.1 t

柱-木梁：Node.S+HSD-118（ストローグ）同等

※柱-木梁の納まりはプレカット工場にて

　最終決定とする。

外部鉄骨柱：φ89.1 t

G330

小屋－凡例

梁　数字は梁せい　（目視1級） (+○○)は軒高からの梁天端高さを示す。

束：スギ（ 120 x 120 )

柱：スギ(E70)（1階）

垂木：スギLVL（ 60 x 180 ) @455
bY2

bY1

bX1 bX6 bX7

bY2

bY1

bX1 bX6 bX7

外部鉄骨柱：φ89.1 t

330(-815)

330(-670)

300(-582)

210(-670)

(方杖120*120)

210(-670)

(方杖120*120)

垂木　スギLVL　60*180＠455

下屋伏図

小屋伏図

270

G800240

両筋かい：たすき掛け、45x90以上（各々、端部仕口には BP-2,BP-2同等品)を使用すること。

通し柱:スギ(E70)　（120 x 120)

※特記無き場合の梁せいは、180㎜とする。

※G***は集成材(E120-F330)の梁せいを示す。

※母屋（桁梁）－小屋束接合部のカスガイ打ちは両面ウチ（2本打）とする。または、

短期引抜耐力が2160N以上を有する仕様とすること。

※桁・梁の幅は120㎜とする。水平構面の横架材間の継手は、羽子板ボルトまたは短冊

金物と同等以上（7.5kN以上）の短期許容引張耐力を有する接合とすること。

※柱との仕口部は、梁受金物MH(タナカ)(同等品)を使用すること。
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上を有する仕様とすること。

※桁・梁の幅は120㎜とする。水平構面の横架材間の継手は、羽子板ボルトまたは短冊金物と同等以上（7.5kN

以上）の短期許容引張耐力を有する接合とすること。

※柱との仕口部は、梁受金物MH(タナカ)(同等品)を使用すること。
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